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 1 月定例教育委員会会議録 

開 催 年 月 日 令和６年１月２５日（木） 

開 催 日 時 午後３時１０分 

開 催 場 所 別館３階大会議室 

出 席 委 員 

教 育 長  江嶋  久典 

委   員   諌本  憲司 

委   員  荒川 富士子 

職務代理者  木下  靖郎 

委   員  古田 嘉寿美 

 

出 席 参 与 

教 育 次 長 髙倉 保徳 

学 校 教 育 課 長 阿部 一徳 

淡 窓 図 書 館 長 穴井 健生 

咸宜園教育研究センター長 梶原 健市 

兼 世界遺産推進室長 

人権・部落差別解消教育課長 伊東 和史 

教 育 総 務 課 長 瀬口 英隆 

社 会 教 育 課 長 信岡 謙介 

文化財保護課長 吉田 博嗣 

博 物 館 長 行時 志郎 

スポーツ振興課長 梶原 秀一 

学 校 給 食 課 長 本川  明 

書 記 教育総務課 総務企画係 主幹(総括) 渡辺 寛幸 

附 議 議 案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

協議事項１ 日田市教育行政実施方針（案）について 

協議事項２ 第２期日田市スポーツ推進計画後期計画（案）につ

いて 

報告第１号 令和５年 12 月期寄附採納について 
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ただいまから１月定例教育委員会を開催いたします。 

初めに、１２月定例教育委員会の議事録の確認でございます

が、変更はございませんでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

ご了解いただけましたら、本会議終了後に署名をお願いいたし

ます。 

続きまして、教育長の一般報告につきましては、お手元に配付

しております資料により報告とさせていただきます。 

 それでは議事に入りますが、今月は附議する議案がございませ

んので、協議事項から説明をお願いいたします。 

 まず、協議事項１ 日田市教育行政実施方針（案）についてお

願いします。 

 

 議案集１ページをお願いいたします。 

 協議事項１ 日田市教育行政実施方針（案）についてでござい

ます。 

 １．これまでの教育行政実施方針についてでございますが、日

田市教育行政実施方針につきましては、教育基本法第１７条第２

項に基づく市の教育の振興のための施策に関する基本的な計画で

あり、教育大綱で示された基本方針を実現するための具体的な取

組を示すものとして策定をしております。 

 現行の教育行政実施方針の計画期間は、令和４年４月から令和

６年３月までの２年間となっておりまして、本年度は最終年度と

なりますことから、新たな教育行政実施方針を策定するものでご

ざいます。 

 ２．新たな教育行政実施方針についてでございますが、本年度

末で現行の実施方針の計画期間が満了しますことから、法に基づ

き、国が定めた教育振興基本計画を参酌し、市の最上位計画であ

る「第６次日田市総合計画」との整合性を図りながら、新たな教

育行政実施方針を策定するものでございます。 

 計画の期間でございますが、下の図にありますように、次期教

育行政実施方針の計画期間については、第６次日田市総合計画第

３期基本計画の周期に合わせて、令和６年度から令和９年度まで

の４年間の計画として見直しを行いたいと考えております。 

 ２ページをお願いいたします。 

 ３．実施方針策定方法と今後のスケジュールでございます。 

 策定にあたりましては、各担当課において現状分析を行い、市

総合計画第３期基本計画の策定に合わせて、課題や取組の見直し

を行うとともに、教育を取り巻く情勢や個別計画の策定状況等を

踏まえ、項目や文言の変更を行っております。 
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 その他、より分かりやすい表現となるように努め、項目の移動

や文言の整理を行ったところでございます。 

 今後のスケジュールにつきましては、本日の定例教育委員会で

実施方針案をご協議させていただきました後、パブリックコメン

トを実施し、市民のご意見を踏まえて必要な修正を行い、３月の

定例教育委員会で最終案をご議決いただきましたら公表を行うと

ともに、６月に市議会定例会の教育福祉委員会で報告を行う予定

としております。 

 それでは、３ページをお願いいたします。 

 教育行政実施方針の新旧の構成を比較できるように表にまとめ

たものでございます。 

 １番左側は現行の実施方針の構成、真ん中が新しい実施方針の

構成案、１番右側が見直しの理由等でございます。 

 現行の実施方針からの変更箇所につきましては、朱書きで下線

を入れております。 

 それでは、現行の実施方針からの変更点について主なものをご

説明いたします。 

 実施方針の記載についてご説明いたしますと、「Ⅱ 学校教育

の充実」を大項目、その下の「Ⅱ－第１ 『夢と誇りを持って、

たくましく生きる力』を育てる学校教育の推進」を中項目、その

下の「１．子どもの力と意欲を伸ばす学校教育の充実」を小項

目、こちらは重点施策になります。それからその下の「⑴咸宜園

教育の理念を生かした学校経営の推進」を主な取組として構成し

ております。 

 現行の実施方針では、左側の列の「１．子どもの力と意欲を伸

ばす学校教育の充実」において、「⑴咸宜園教育の理念を生かし

た学校経営の推進」から４ページ左側の列の１番下にあります

「⑻教職員の働き方改革」までを主な取組として整理しておりま

したが、新たな実施方針では、「⑸いじめ・不登校対策の充実・

強化」「⑹一人ひとりの教育的ニーズに応じたきめ細かな指導の

充実」「⑺教育センター機能の充実」を４ページ真ん中の列の上

から６行目の「２．子どもの多様性に応じた学校教育の充実」と

いう小項目、重点施策として新たに項目建てをし、整理しており

ます。 

 これは、多様な児童生徒の学びの保障が課題となっていること

を踏まえ、子どもの多様性に応じた学校教育の充実という視点を

加えて、見直し・整理したものでございます。 

 また、現行の実施方針の「⑻教職員の働き方改革」について

は、「３．家庭・地域と協働した学校づくりの推進」という小項
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目の主な取組として移動しております。 

 ６ページをお願いいたします。 

 左側の列の上から７行目の「３．安全・安心な学校給食の提

供」につきましては、現行の実施方針では、「⑴安全かつバラン

スの取れた食事の提供」「⑵施設の適正な維持管理」「⑶施設の

在り方と効率的な運用」の３つを主な取組として掲げておりまし

たが、新たな実施方針では、「⑴安全・安心な給食の提供」「⑵

食育の推進」「⑶将来にわたる安定的な運営」の３つを主な取組

として項目の変更をしております。 

 これは、将来にわたり安全・安心な給食を安定的に提供してい

くため、異物混入防止対策等の安全性の確保や食物アレルギーへ

の対応、食育や地産地消への取組などについて、中長期的な展望

に立ち、総合的に運営を見直すために、令和５年３月に策定いた

しました学校給食基本方針との整合性を図り、食育の推進につい

て新たに取組を追記し、項目建てをしたものでございます。 

 それでは８ページをお願いいたします。 

 「Ⅲ－第２ 誰もがスポーツに親しめる環境づくり」の「１．

スポーツ・レクリエーションの振興」につきましては、スポー

ツ・レクリエーションの「振興」から「推進」に変更するもので

ございます。 

 以前は、施設・整備などに主眼が置かれていたのに対しまし

て、スポーツ基本法では、スポーツに関する施策を総合的かつ計

画的に推進することを謳っていることから、日田市総合計画第３

期基本計画及びスポーツ推進計画と合わせて変更したところでご

ざいます。 

 ９ページをお願いいたします。 

 「Ⅳ－第１ ふるさとの歴史・文化の保存と未来へ向けての活

用」につきましては、現行の実施方針では、「１．ふるさとの歴

史・文化の保存と未来へ向けての活用」「２．保存と活用に向け

た環境の整備」「３．愛護意識の高揚と愛護活動への支援」

「４．咸宜園教育等の普及啓発と世界文化遺産登録」の４つを重

点施策として整理しておりましたが、新たな実施方針では、

「１．文化財の保存環境の整備と活用の推進」「２．咸宜園教育

等の普及啓発と世界文化遺産登録」の２項目を重点施策として整

理したところでございます。 

 また、真ん中の列の「１．文化財の保存環境の整備と活用の推

進」につきましては、主な取組として、「⑴文化財の保存・活用

環境の整備」「⑵保存活動への支援と活用の推進」の２つに分け

ており、文化財の保存環境整備といったハード事業と活用の推進
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といったソフト事業との区分を明確にしたところでございます。 

 主な構成の変更につきましては、以上でございます。 

 次に教育行政実施方針の本編について、別冊１の日田市教育行

政実施方針（案）でご説明させていただきます。 

 初めに２ページをお願いいたします。 

 日田市教育大綱につきましては、令和４年改定時に基本方針に

「安全、安心で、学びを支える学校をつくります」の「学びを支

える」という文言を追加したところでございますが、教育大綱に

つきましては、改定の必要があるかどうかを総合教育会議におい

てご協議いただき、その結果を踏まえて対応したいと考えており

ます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 現行の実施方針改定時におきまして、持続可能な開発目標、Ｓ

ＤＧｓに対する取組の推進についての記載を追加し、個別計画に

おいても目指すべきゴールの一覧を表記したところでございま

す。新たな実施方針においても４ページの記載内容に変更はござ

いません。 

なお、５ページに小項目ごとの重点目標の目指すべきゴールを

それぞれアイコンで表記しておりますが、このアイコンの表記に

ついて、令和４年度対象の教育に関する事務の管理及び執行状況

の点検及び評価報告書の作成時に教育委員の皆様からご意見を

伺った際、アイコンに記載された目標が分かりやすいようにアイ

コンを大きく表示した方がよいのではないかというご意見をいた

だきました。 

 新たな実施方針においてもアイコンを大きく表示したいと思っ

ております。今回の資料ではアイコンが小さく、記載された目標

が見えにくいことから、本日、差替えをお渡ししておりますよう

に、そちらの資料と差替えをしたいと考えております。 

 １１ページをお願いいたします。 

 本編の記載におきましては、主な取組ごとに現状と課題に分け

て分析を行い、これらを踏まえて基本的な方向性、具体的な取組

をそれぞれ記載しております。 

 詳細な説明は省略させていただきますが、全体として取組内容

に大きな変更はございません。市総合計画第３期基本計画と整合

性を図りながら、現状と課題の分析に基づいて必要な修正・追加

を行うとともに、文言の統一・整理を行ったものでございます。 

 最後に、評価の視点となる指標につきましては、現行の実施方

針では、重点施策中に指標がないもの、言い換えれば、現行の実

施方針の策定段階で指標を設定していないケースがありましたこ
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とから、新たな実施方針においては、必ず一つ以上の目標となる

指標を設定しております。 

 教育行政実施方針案についての説明は以上でございます。 

 

 ただいま説明のありました協議事項につきまして、ご質疑等は

ございませんでしょうか。 

 

 質問と感想がございまして、別冊の教育行政実施方針案の１１

ページ、１２ページです。 

 １１ページの現状に、日田市の小学校６年生、中学校３年生全

ての教科で全国平均を下回っているという原因が知りたいと思っ

ております。 

 それから１２ページの英検について、全ての小中学校で実施し

ていることは将来に向けてとてもありがたいと思っております。 

 トリップアドバイザーの記事を見たのですが、アジアの中で一

番訪ねたい場所は、日田市だったそうです。 

 ですから、やはりコミュニケーション能力を高めるための下準

備として、小中学校の英会話に重点を置いていることはありがた

いと思いました。 

 でも、学力が下回るのは、例えば不登校が多いとか、いろんな

要因があると思うのですが、どのようにお考えでしょうか。 

 

 これまで全国調査や県調査の報告を教育委員会で行った際に申

し上げてきたこととして、平成３０年度以降が下降傾向になって

いるという状況です。 

 この時期と先生方の大量退職に伴う若い先生方の割合の増加と

を合わせたときに、少し重なる部分が出てきております。 

 これが全ての要因ではございませんが、ベテランの教員や中堅

職員の数が少なくなってきていること、そして、それによって指

導力の差、いわゆる授業をする力であるとか、学級経営をする力

というものの差が少し学級間、学年間、または教科間で広がって

いるということが一つの要因であると捉えております。 

 それから、児童生徒の個性が多様化してきており、様々な個性

を持った子どもたちへの対応として、先生方がこれまで行ってき

たような、いわゆる一斉学習と言われるものでは、なかなか子ど

もたちには理解できなかったり、授業を落ちついて聞けなかった

り、そういう児童生徒も増えているところもありますので、こう

いったことも一つの要因ではないかと考えているところです。 
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 教える教員側の視点から、それから子どもたちの視点からと両

面ありましたけれども、よろしいでしょうか。 

 

 具体的な取組につきましては、２月の総合教育会議の中でも少

しお示しできたらと思っております。 

 

 先ほどの勉強会でもご提案させていただいたのですが、同じく

別冊１の１３ページ「⑤小中連携教育の推進」というところです

けれども、もちろん小学校と中学校の連携は大事ですが、その前

の段階で、幼児の教育者、福祉の関係になるのかもしれません

が、幼児で困り事が多いお子さんが増えているということで、小

学生になるための連携が、第一関門として大事ではないかと思い

ます。 

 要支援児童を行政で早めに把握して、小学校の授業に備えると

か、早めの児童へのサポート、そして教職員の他に協力体制をつ

くる、そういう教育を地域で支えていくということがいいのでは

ないかと思いました。 

 

 １５ページからの「⑷健康・体力づくりの推進」についてで

す。１６ページの取組の中に部活動の地域移行について記載があ

り、まずは休日の部活動の移行に向け検討しますとありますが、

移行スケジュール等について明確になっているのでしょうか。 

 

 部活動の地域移行につきましては、国が令和７年度末までの移

行を目指すという方針を示しておりましたが、やはりスケジュー

ル的に厳しいという意見が多く集まったため、できるところから

進めていくという方針に国は変えております。 

 しかしながら、大分県では国が当初示したスケジュールを目標

に、令和８年度から始めるとしております。日田市としましても

できる部活動から少しずつ始めていきながら、まだ予算等につい

てはっきりと県から説明がございませんが、少しずつ来年度から

モデルとして、休日の部活動の地域移行の取組をいくつかの部で

進めていくというスケジュールはできております。 

 ただ、次回３月に部活動の検討委員会を開く予定にしておりま

すが、その中で今後のスケジュールについても詳細に詰めていく

ことにしております。 

 今のところはっきり申し上げられるのは、日田市としても県と

同じように、令和８年度からの導入を目指しているということで

ございます。 
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 考え方としては、いくつかの部活動から始めるということでよ

ろしいですか。 

 

 現在はその方針でございます。 

 

 もう１点、お尋ねでございます。 

 ２４ページの「⑶教職員の働き方改革」についてですが、２５

ページの「②業務改善の推進」の中に、時間外労働が月８０時間

以上であった教職員の人数の割合が５.８％とありますけれど

も、人数にしましたら何人程度なのでしょうか。 

 

 手元に詳細な資料がないため、正確な数字を申し上げることは

できませんが、延べの人数でございますので、例えば、１人の管

理職の先生が８０時間を連続して超えた場合も、１人ではなく、

１０回超えていれば１０人というカウントになります。 

延べ人数については、調べてお伝えいたします。 

 

 ８０時間をオーバーした教職員の方につきましては、産業医な

どの先生の面接指導等は受けられているのでしょうか。 

 

 規定があり、８０時間以上で本人の申出がある場合には、産業

医との面談を行うことにしております。８０時間を超えている場

合は、毎月市教委で把握できますので、その学校の管理職の方に

その方の状況を聞き、必要に応じて面談の勧めを行っておりま

す。 

 

 月８０時間を超えますと、健康障害を発症するリスクが非常に

高くなると言われておりまして、それが常態化し、過労死といっ

たことになりますと大きな問題になるおそれがあります。 

 そういった意味からも、「②業務改善の推進」の取組の中に、

「教職員の働き方に関する意識改革の高揚を図ります」とありま

すが、それに加えて、「学校長による勤務時間管理の徹底を図り

ます」といった文言も必要ではないかと思います。 

 

 確かに管理職の時間管理というものは必要でございますので、

そのような文言を挿入するよう検討したいと思います。 

 

 ６４ページの「文化財保存団体等の育成・支援」についてです



 9 

 

 

 

 

 

文化財保護課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古 田 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化財保護課長 

 

 

 

 

 

 

 

が、文章の最後の方に「特に後継者が不足し存続の危機にある鵜

飼に関しては積極的な対策に取り組みます」という文がありま

す。これはずっと言われていることですけれど、具体的に積極的

な対策ということは考えていらっしゃるのでしょうか。 

 

 具体的には、新年度より鵜飼の後継者の育成に対する取組を新

たに始めようと考えております。 

 旅館組合や観光協会とも連携して取組をしていかなければなら

ないと思っておりますので、連携先としてその２つの団体を想定

しておりますし、現在、鵜飼の保存会は２名でいらっしゃいます

けれども、２名の方についても、新年度の話にはなるものの、新

しい取組をするということについては、事前にご相談をしている

ところです。 

 後継者の育成につきましては、基本的にそのご家族といいます

か、鵜飼を今やっていらっしゃる鵜匠さん２名のご家族に後継者

がいれば一番いいわけですが、現在は全くいないものですから、

外部から募集をかけて、後継者として新たに育成するというプラ

ンを考えているところでございます。 

 

 一昨年、岐阜に行ったときに鵜匠さんとお話しする機会があっ

たのですけれど、全国鵜飼大会みたいなものがありますよね。 

 鵜匠さんたちの中で積極的に横のつながりがあって、私が「日

田からです」と言ったら、「日田の人は１回も来たことがない

ね」と言っていました。 

 おそらく、全国的に鵜匠さんは減ってきていると思うので、そ

ういう横のつながりとかを掛け橋にしていくことも一つの取組な

のではないかと思いました。 

 それから、旅館街の屋形船も年々減っていますが、鵜飼と屋形

船はやはりセットだと思うのですが、屋形船についてはどう思わ

れますか。 

 

 一つ目の質問ですが、鵜飼サミットというものが２年に１回あ

ります。これまでは市の観光課が窓口であったこの鵜飼サミット

ですが、現在は文化財保護課が窓口になっておりまして、今年度

初めて参加してまいりました。 

 京都の宇治で行われまして、全国各地の鵜飼の関係者が集まっ

ていて、私も初めての参加だったので雰囲気も分からなかったの

ですが、参加している団体の中には市町村の職員も一緒に来て、

皆さんおそろいの法被を着るなど、非常に盛り上がりのあるもの
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でした。私どもは知らなかったのですが、日田の鵜匠さんの活動

時期と、鵜飼サミットの開催時期や全国の鵜飼というのは時期が

少しずれていまして、日田市の鵜飼が１０月末までで一番長く活

動しています。 

 それで、日田の鵜匠さんが参加できない時期に毎年鵜飼サミッ

トが開催されていることも分かったものですから、その点につい

ては、開催時期の見直しなども含めて、私ども日田市から声を上

げさせていただきました。今回の参加で、各市において鵜飼に関

わる方々が非常に多岐にわたっていることもよく分かりましたの

で、今後の支援策に生かしていきたいと考えています。 

 もう一つの質問、屋形船につきましては、現在、私どもが把握

している限りでは、ピーク時の４０艘くらいから、現在では１０

数艘ぐらいまで減っていると思います。屋形船の数と鵜飼の観覧

客数、また観覧客数に対する鵜匠さんへの収入ということも全部

連動していますので、屋形船が少ないままであれば、鵜匠さんの

収入にも影響することが分かっていますので、鵜飼の継続、ある

いは後継者の育成については、関係する観光団体や旅館組合な

ど、いろんな団体が関わって取り組まなければいけない課題だと

考えています。 

 

 観光と文化というのは裾野が両方ものすごく広くて、交わる部

分もとても多いと思うので、お互い協力し合ってやっていただけ

たらと思いました。 

 

 教育行政実施方針案の内容は、どの項目を見ても大事なことば

かりで、時代の変化に合わせながら少しずつまとまっていってい

るという感じがします。 

 ただ一つ気になるのは、これだけのものが整備されて、また校

長会とかいろんなところで伝えられて、先生たちはこれに基づい

て一生懸命学校運営をやっていくわけですけれども、それを実行

することに一生懸命になった時に、みんな同じことをやっている

というか、一定の枠を出ることができない、面白味がないという

か、可能性を少し縮めているような気がするのです。 

 ですから、例えば、先生たちの働き方改革の中に校務環境の整

備や業務改善の推進という言葉がありますね。 

 こういうところをコミュニティースクールの特性も生かしたり

しながら、学校の自由度というか、校長先生の自由度といいます

か、そこら辺を皆さんが少しずつ心構えを持ってやっていただき

たいと思います。今までどおり取り組んでいただくことと、方針
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を一生懸命守らなければならないと思って取り組むこととは違う

と思います。 

 地域によって、学校によって、特性も変わってきますので、今

ここで大事なものは何なのかというところを先生たちは地域に行

かれたり、学校に行かれたりすれば分かると思いますので、先生

がやりたいと思ったことに対して、方針は大事ですけれども、学

校や地域とか、先生方の発想の自由度とか、教育活動の自由度と

か、これをしなければいけないということを少し乗り越えていい

のだというような感覚も持っていただいた方が、より地域とか学

校とかに合ったものになるだろうし、子どもももう少し面白がっ

て学校に行けるような、魅力ある学校につながっていくのではな

いかなとかいう気がしました。 

 

 教育行政実施方針等に基づいて、各学校では、自分たちの学校

の教育方針というものを示すＡ４横置きにした各学校統一様式の

ものがあります。枠組みに方針だけは入れてありますが、その具

体は各学校で作っていただくようになっています。それをずっと

引き継いで使っていますけれども、今、委員からお話のありまし

たような教育委員会としての考え、学校の裁量ということについ

てもきちんと説明しながら、もう一度整理していきたいと思いま

した。 

 そのほかよろしいでしょうか。 

 幾つかご意見を頂きましたが、ご意見として承ること、それか

ら反映させていくべきことを整理して、手続きを進めていただき

たいと思います。 

 次に、協議事項２ 第２期日田市スポーツ推進計画後期計画

（案）についてお願いいたします。 

 

 協議事項２ 第２期日田市スポーツ推進計画後期計画（案）に

ついてご説明いたします。 

 議案集の１１ページをお願いいたします。 

 これまでのスポーツ推進（振興）計画についてでございます

が、スポーツ基本法第１０条に基づきまして、平成２４年４月か

ら令和４年３月までの１０年間を計画期間とする日田市スポーツ

振興計画を策定しておりました。 

 日田市スポーツ振興計画の計画期間終了に伴い、令和４年度か

ら令和９年度までの６年間を計画期間とする第２期日田市スポー

ツ推進計画を策定したところでございます。 

 次に、第２期日田市スポーツ推進計画後期計画についてでござ
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います。 

 別冊２の２ページをお願いいたします。 

 「３．計画期間」の表がございますが、表に示しておりますと

おり、スポーツ推進計画は上位計画であります第６次日田市総合

計画の計画期間に合わせ、令和４年度から令和９年度までの６年

間とするとともに、日田市総合計画の第２期及び第３期基本計画

に合わせ、令和４年度から５年度までを前期計画、令和６年度か

ら９年度までを後期計画としております。 

 また、上位計画であります第６次日田市総合計画、日田市教育

大綱、日田市教育行政実施方針との整合性を図りながら策定して

おります。 

 次に、計画策定の体制及び流れについてでございます。 

 計画策定の体制といたしましては、策定に関する審議機関とし

て、スポーツ関係団体の代表者、福祉や保健関係者、関係行政機

関の職員等１２名で構成します日田市スポーツ推進計画策定委員

会を設置しており、委員につきましては別冊２の３４ページに掲

載しているとおりでございます。 

 計画策定の流れにつきましては、第２期日田市スポーツ推進計

画の目標値について、前期計画期間における達成度等の検証を行

うとともに、市民アンケートの実施や、日田市スポーツ協会のほ

かご覧の関係団体の意見聴取を行い、策定委員会の審議を経て、

後期計画案としております。 

 今後のスケジュールにつきましては、お示しはしておりません

が、議案集２ページにある日田教育行政実施方針案と同じスケ

ジュールで行っていく予定でございます。 

 議案集の１２ページをお願いいたします。 

前期計画と後期計画の比較でございます。 

 １番左側に後期計画案の構成、真ん中に前期計画からの変更内

容、右側に変更内容の見直し理由を示しております。 

 「第１章 １．計画改定の趣旨」ですが、前期の場合は「策

定」としておりましたが、後期計画にあたり、それを「改定」と

しております。 

 それから、前期計画の「第３章 これからのスポーツ推進施

策」の中にありました「コロナ禍におけるスポーツ」を削除し、

後期計画では「第２章 本市スポーツの現状と課題」の中に新た

に追加したところでございます。 

 理由としましては、令和５年５月に新型コロナウイルス感染症

が２類感染症から５類感染症へ移行したことから、第３章ではな

く、第２章において、コロナ禍の総括を行うこととしたものでご
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ざいます。 

 １３ページをお願いいたします。 

 「第３章 これからのスポーツ推進施策」の中の「３．スポー

ツ推進のための具体的施策」の「『する』『みる』スポーツによ

る交流人口の増加」の①につきましては、「スポーツコンベン

ションの推進」を「スポーツツーリズムの推進」と見直しており

ます。 

 理由といたしましては、スポーツツーリズムという言葉は国の

第２期スポーツ基本計画から盛り込まれており、市としましても

今年度からスポーツツーリズム推進事業を開始していることから

変更したものでございます。 

 次の「『ささえる』施設利用の向上」の「①計画的なスポーツ

施設整備と持続可能な管理」については、「計画的なスポーツ施

設整備と適正な管理」と変更いたしました。 

 理由としまして、別冊２の１９ページをお願いいたします。 

 １９ページに先ほど申しました項がございますが、現状と課題

の中に「適正な管理」という言葉で表記しておりますので、それ

に合わせて変更したところでございます。 

 また、その下の主な取組の中で、令和４年度にＢ＆Ｇ海洋セン

ターの敷地内にありました天瀬ふれあい風呂を取り壊したため、

天瀬ふれあい風呂という記載を削除しまして、同じく令和４年度

に使用料の減免については庁内的に統一を行ったため、「施設の

減免の取扱いを含む使用料の全庁的な整理検討を行う」という文

章を削除したところでございます。 

 最後に、「４ 前期計画における具体的重点戦略」という項目

を「後期計画」に変更したところでございます。 

 それでは、内容についてご説明させていただきます。 

 別冊２の１ページをお願いいたします。 

 計画改定の趣旨でございますが、後期計画を策定する際に情勢

等が変化したことがありましたので、変化の部分について変更し

ております。 

 ４ページをお願いいたします。 

 「１．人口の動向とスポーツの推進」「２．スポーツ実施の状

況」とありますが、これにつきましては、アンケート調査や関係

団体の意見聴取等により、数字または意見の変更を行っておりま

す。 

 あわせてアンケート結果により、数字やグラフ、分析の文言を

変更しております。 

 ５ページにつきましては、アンケートの調査結果を反映させた
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ものでございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 こちらもアンケート調査の結果を反映するとともに、児童生徒

の運動能力等調査の令和３年度、令和４年度の結果を追加してお

ります。 

 ７ページから９ページまでにつきましては、令和３年度、令和

４年度の実績に基づいて追加しております。 

 １０ページにつきましては、これも同じく、令和３年度、令和

４年度の実績及びアンケート調査の結果を反映したものでござい

ます。 

 １１ページには、先ほどご説明いたしました「新型コロナウイ

ルス感染症による影響」の項目を、第３章からこちらの第２章に

移行しております。 

 １２ページ第３章の「１．計画の基本理念と基本目標」につき

ましては、第２期スポーツ推進計画が令和４年度から令和９年度

までの６年間としていることから、後期計画につきましても、前

期計画と同様の基本理念と基本目標としております。 

 １４ページにつきましては、アンケート調査、児童生徒の運動

能力等の調査、それからお達者年齢の結果を踏まえて文言整理を

行ったものでございます。 

 １６ページにつきましては、令和３年度、令和４年度の実績に

よる文言の整理でございます。 

 １７ページにつきましては、令和４年度の実績、それと関係団

体等から意見聴取を行った内容を反映したところでございます。 

 １７、１８ページにつきましては、先ほど申しましたとおり、

国の第２期スポーツ基本計画からスポーツツーリズムが盛り込ま

れており、本市におきましても令和５年度からスポーツツーリズ

ム推進事業を開始したため、文言の整理をしたところでございま

す。 

また、１８ページにつきまして、「大規模イベントの開催」に

実績による文言整理を行っております。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 ２０ページにつきましては、市民アンケート調査による結果を

反映させております。 

 ２１ページにつきましては、令和６年度の新規事業として、

「ツール・ド・九州」「全国高校総体」を追加しております。そ

れから、前期計画では日田市陸上競技場の整備がございました

が、整備が終了したことから、それを削除し、新たに照明設備の

工事を追加したところでございます。 
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 ２２ページにつきましては、市民アンケート調査や実績に基づ

き、数字を変更したものでございます。 

 私からは以上でございます。 

 

 ただいま説明のありました協議事項について、ご質疑等ありま

したらお願いいたします。 

 

 日田市の三隈川を使ったサップ大会の第２回が開催されたと聞

いておりますが、ここには載っていません。 

 民間でやっているそうなのですが、川の上、船上のサップとい

うのはすごい見応えがあります。ツール・ド・九州もプロのス

ピード感だったり、世界トップレベルの選手を体感したりして、

大会に憧れたり、有名になっていったりすると思います。 

 今後、サップを市として支援していくとか、そういう考えはあ

りますか。 

 

 現在サップは民間の方を中心に行っていますので、市としては

補助していない状況です。 

 

 検討課題ということですか。 

 

 大会をするから市として何か援助できないかということは、今

のところ声はかかっておりません。これからもっと大規模なもの

にしたいとか、そういったご意向があるのかちょっと不明ですけ

れども、そういった形で何か支援できないかというときには検討

していこうと、今は考えております。 

 

 日田市では三隈川はシンボル的な存在だと思うので、鵜飼の話

も含めて、サップとか、点が線になって観光に結びつくといいな

と思った次第です。 

 先ほどの発言にちょっと誤りがありまして、日田市がアジアで

一番訪ねたいところとしてナンバーワンというのは、Ｂｏｏｋｉ

ｎｇ．ｃｏｍでした。 

 進撃の巨人の効果も大きいですが、アジア人が一番来たいとい

う場所として、日田市が日本でトップだということを今朝見まし

て、すごく晴れ晴れしい気持ちになったのですが、進撃の巨人だ

けではなくて、サップをやっているよ、鵜飼もやっているよ、

ツール・ド・九州もあるよといった感じで線でつながっていく

と、もっと市として盛り上がるのかなと思います。 
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スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

スポーツ振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

古 田 委 員 

 

 

教 育 次 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 川にも目を向けてということですね。ありがとうございます。 

 そのほかございますでしょうか。 

 

 大原総合体育館の空調設備の利用料については、子どもが金管

をやっている時に高いという話があったのですが、今検討中とい

うことですか。 

 それから、天瀬ふれあい風呂はスポーツ振興課のものだったの

ですか。 

 

 天瀬ふれあい風呂は、天瀬Ｂ＆Ｇ海洋センターの敷地内にあっ

たため、スポーツ振興課の所管になっていたもので、温泉設備の

修理ができないということで、随分前から閉鎖しておりました。 

 天瀬ふれあい風呂の跡地に消防団員の詰所を建てたいという地

元からの意向がありましたので、閉鎖していた施設を取り壊し

て、その跡地に消防団の詰所を建てたという次第でございます。 

 

 空調の問題はどうですか。 

 

 総合教育館の空調使用料の問題ですが、確かに他市と比べて高

いということは認識しております。 

 現在、なぜその金額になったのかという根拠を調査していると

ころでございまして、その根拠が分かれば、空調使用料の改定方

針が見えてくると思います。 

 使用料が高いという認識はございますので、適正な額はいくら

なのかということを今後、検討していきたいと考えております。 

 

 子どもたちが一生懸命練習したりする場なので、少しでも安い

ほうがいいと思います。 

 

 この件につきましては、昨年１２月の市議会定例会の中で、一

般質問として議員から質問をいただいた内容でもございます。 

 先ほどスポーツ振興課長より説明がありましたように、確かに

他市に比べてかなり金額が高く、利用する上での支障になる一つ

の要因と捉えておりますので、現在積算の根拠について当時の資

料等を調べております。新しくできた施設と比べて、日田市総合

体育館は建設が早く、空調設備を導入した施設としてはかなり古

い施設になります。設置当初からすれば、最新の空調を導入した

体育館であるということから使用料については当時の理由があっ
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たと見ているところですけれども、繰り返しになりますが、現状

からすると確かに高いという状況にありますので、早急に見直し

の方向を持って検討していかなければならない一つの課題として

捉えております。 

 

 見直しの方向で調査、検討をするということですね。 

 そのほかいかがでしょうか。 

 それでは、この協議事項につきましては、ご意見をいただいた

点もありますので、反映や検討等を行った上で、手続きを進めて

いただきたいと思います。 

 

 木下委員からご質問がございました教育行政実施方針案の２５

ページ、時間外在校等時間が１か月８０時間以上であった教職員

の年間延べ人数の割合、５.８％を人数にするとどれぐらいかと

いうことでしたが、分かりましたのでご報告させてください。 

人数は、延べで３２８人、分母は約５,６５０人でございま

す。 

 

 それでは、続いて報告事項について説明をお願いします。 

 報告第１号についてお願いいたします。 

 

 議案集の１４ページをお願いいたします。 

 報告第１号 令和５年１２月期寄附採納についてでございま

す。 

 地区寄附の採納が２名、２件でございまして、１件目は、三河

町の楢原長男様から小野小学校へ、図書購入費として３万円のご

寄附をいただいております。 

 小野小学校の子どもたちにたくさん本を読んでほしいという思

いから、令和３年より継続してご寄附をいただいているところで

ございます。 

 ２件目は、清水町の井上太香美様から北部中学校へ、教育振興

のため５万円のご寄附をいただいております。 

 井上様には平成１３年から毎年、同様のご寄附をいただいてお

ります。 

 次に、一般寄附の採納が１団体１件でございまして、株式会社

九州コクボ様から市内小・中学校へ、ロックアイスマイボトル 

１８０ｇを９,３３６袋、７４万６,８８０円相当をご寄附いただ

いております。 

 ロックアイスマイボトルは、水筒に直接入れることができる袋
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教 育 長 

 

 

入りの小粒タイプの氷で、児童生徒の熱中症予防を目的に７月か

ら配布いただいたものでございます。 

 １２月に数量が確定しましたことから、ご報告するものでござ

います。 

 なお、株式会社九州コクボ様からは、令和２年より継続してご

寄附をいただいているところでございます。 

 １２月につきましては、以上３件、金額が８万円、物品相当額

は７４万６,８８０円で、合計８２万６,８８０円をご寄附いただ

いております。 

 報告第１号につきましては、以上でございます。 

 

 ただいまの報告につきまして、何かご質疑等ございませんで

しょうか。 

 ないようでございますので、報告につきましては以上となりま

す。ご寄附につきまして、ありがとうございました。 

 その他についてお願いします。 

 

 次回の定例教育委員会の日程についてでございます。 

 ２月期の定例教育委員会の日程につきましては、２月１６日金

曜日１３時３０分から勉強会、１５時から定例教育委員会でお願

いしたいと思います。 

 

 ２月期定例教育委員会の日程は、ただいまの説明のとおり２月

１６日金曜日ということでございますが、よろしいでしょうか。 

 それではそのようにお願いいたします。 

 その他、何かございませんでしょうか。 

 私から確認ですが、先ほどの教職員の働き方改革についての数

字ですけれども、「延べ人数」ということでよろしいですか。 

 

 延べ人数で間違いございません。 

 

 その他ご意見がなければ、以上で１月定例教育委員会を閉会い

たします。 

 大変お疲れさまでした。 

 

 

 

終了時刻：午後４時１５分 

 


